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方針５【まちの運営】（西新宿地区再整備方針抜粋）
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５－① 将来像の実現に向けた産学官民の連携を
強化

○まちづくり団体等と連携し、道路、公園、街区の

一体的な再編の実現に向けた具体策を検討します。

○道路や公開空地などオープンスペースの一体的な

利活用を検討し、持続可能な管理運営の仕組みを

官民連携により実現します。

５－② エリアマネジメントによる新たな魅力を創出

○多様な機能の交流を実現するラボや多様な人々の

滞在を誘発するロビー、テラス、道路空間などの

都市空間を活用し、まちづくり団体等によるエリ

アマネジメントを通じて誰もが行きたくなる魅力

的なコンテンツの創出や情報発信を促進します。

○民間活力を生かした道路や公開空地等の管理運

営・緑化推進により、美しい都市景観の創出を図

るとともに、地域清掃等の様々なサービスを展開

することで、より清潔で安全・安心なまちづくり

を推進します。

○人流等の都市情報を蓄積・共有し、まちづくりに

利用するなど、デジタル技術を活用した効果的な

エリアマネジメントを推進します。

○国内外に向けて、新宿駅周辺の魅力や情報のプロ

モーションを促進します。
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取組みのイメージ
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ＰＪイメージ

光広告 バナーフラッグトレーラーハウス 仮設建築物

(Marunouchi Street Park)

ラボ 案内・情報発信・広告

まちの将来像

デジタルサイネージ



パイロットＰＪによるまちづくり推進

～2023

イベント形式での
社会実験

※2024年度も継続予定

2030年代～

再整備
＋

まちの運営

2024～2029

パイロットPJ

再整備方針（まちの将来像）の実現および「まちの運営」に向けた
効果検証等を目的とし、段階的・戦略的に取組む

 西新宿エリアの回遊性および滞在性への効果を検証
 エリアやビルの価値向上への波及効果を確認
 「まちの運営」に向けた持続化モデル（事業性）を検証

短期間の集中的なイベント形式から通年かつビルと連携を目指す

（参考）プロジェクトメニュー（案）
 回遊性促進 ハコ（ラボ、ショールーム、出店）の設置

案内広告板（バナーフラッグ、光広告、デジタルサイネージ）
バリアフリー（スロープ、既存構造物の一部撤去）

 滞在性促進 屋根、イステーブル
街路下の利活用
仮設テラス、パークレット、モバイルインフィル

 その他 イベントコーディネート
自動運転 3

※本資料は環境改善委員会の構想資料であり、道路管理者等とは未調整



（参考）環境改善委員会が考えるまちづくりの取組み

4出典：環境改善委員会ホームページ


